
社会が変わったのなら・・私たちはなにを変える？ 

「マスク着用」「外出自粛」「Go To トラベル・イート」など、コロナ禍での様々なマナーの変化や経済活動により、今までとは異なる社会とな

ってきています。春は外出したら嫌な視線を向けられることもありましたが、夏には経済を回すために旅行が奨励されるなど、社会は変化し続

けています。ならば私たちはなにを変えていけばいいのか。今だからできる事、始めましょう。 

 

コロナ禍でも楽しめることを見つけよう 

自宅で挑戦できる趣味として料理の腕を磨いたり、DIYで自分好みの部屋を作ったりしてみてはどうでしょうか。もちろん、もともとあった趣

味を極めるのもいいと思います。学校に行けない分、家事などを通じて家族と過ごす時間が増え、絆も深まったかと思います。カラオケやボウ

リングといった屋内施設で遊ぶのも楽しいですが、感染症対策を十分に行ったうえで、キャンプやグランピング、釣りなどアウトドアでの活動

を積極的に取り入れていくことで、少しずつではありますが生活を豊かにできると思います。 

今までのガイドラインなどを蔑ろにしてはいませんか？私たち大学生は中高生に比べて行動範囲が広く、活発に行動します。そのため感染していた場合、感

染症を拡大させてしまう可能性があります。経済の停滞は非常に不安ですが、学生の第一は学業です。大学の規制が一律に厳しいのは、その行動力に対して

です。学生は座学だけがすべてではありません。課外活動やサークルなど、学生生活をより豊かにする第一歩は様々なルールを守ることです。もう一度自分

の行動を見直しましょう。そして、気を引き締めてこの混乱を乗り越えましょう！ 

あぶない！コロナは急に止まらない 
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